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一般事業主の氏名又は名称

法人番号（法人の場合）

(1) 企業経営の方向性及び情報処理技術の活用の方向性の決定

確認事項 確認 取組内容

1-1 デジタル技術が社会や自社の競争環境にどのような影響を及ぼすかについて認識
し、その内容について公表しているか。

1-2 1-1を踏まえ、経営ビジョンを策定・公表しているか。

※例えば、顧客視点での価値創出について記入ください。
1-3 経営ビジョンを実現するためのビジネスモデルの方向性を示し、公表しているか。

(2) 企業経営及び情報処理技術の活用の具体的な方策(戦略)の決定
確認事項 確認 取組内容

2-1 申請書の設問（1）で記入した経営ビジョンやビジネスモデルを実現するための戦
略を公表しているか。

2-2 上記戦略は、デジタル技術を用いたデータ活用を組み込んだものとなっているか。

(2) ① 戦略を効果的に進めるための体制の提示
確認事項 確認 取組内容

2-1-1 申請書の設問（2）で記入した戦略を推進するための体制・組織を示し、公表し
ているか。

※戦略の推進に向けた人材の確保・育成もしくは外部組織との関係構築・協業の方針につ
いても、可能であれば記入ください。

(2) ② 最新の情報処理技術を活用するための環境整備の具体的方策の提示
確認事項 確認 取組内容

2-2-1 申請書の設問（2）で記入した戦略を推進するため、特に、ITシステム・デジタル
技術活用環境の整備に向けた方策を示し、公表しているか。

※例えば、レガシーシステムの刷新や、攻めのITを重視するための人材や予算配分のシフト
等について記入してください。

(3) 戦略の達成状況に係る指標の決定
確認事項 確認 取組内容

3-1 申請書の設問（２）で記載した戦略の達成度を測る指標を決定し、公表してい
るか。

※指標によって定期的に評価を行い、次のアクションにフィードバックするといった、戦略の推進
状況を管理する仕組み等があれば記入してください。

■DX認定制度　申請チェックシート
以下の各項目について、取組内容をご記入ください。
　●公表情報の場合、URLを掲載するのではなく、該当となる文言をご記入ください。
　●公表情報では説明ができない部分については、非公表情報も含めてご記入ください。
※当チェックシートは審査のために利用しますが、公表されません。

ご記入後は、その内容を要約して申請書へ記入してください。

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

※取組内容欄には、ホームページ等で公表されている内容を必ず記入してください。その際、ホームページ等のどの部分に記載さ
れている内容かが分かるよう、明記してください。公表情報のみでは説明が難しい場合には、非公表情報を追加で記入していた
だいても構いません。（チェックシートは認定取得後も公開されません。申請書のみ公開されます）

※機関承認（取締役会設置会社であれば、取締役会の承認。以下同じ。）を得た公開文書に記載されている事項、もしくは、機
関承認された方針に基づき作成された内容であって公開文書に記載されている事項を元にご記載ください。なお、公開文
書には、 「アニュアルレポート」「統合報告書」「ITレポート」「CSRレポート」等を含みます。（２．以下についても同様です）

※取組内容欄には、ホームページ等で公表されている内容を必ず記入してください。その際、ホームページ等のどの部分に記載さ
れている内容かが分かるよう、明記してください。公表情報のみでは説明が難しい場合には、非公表情報を追加で記入していた
だいても構いません。（チェックシートは認定取得後も公開されません。申請書のみ公開されます。）

※機関承認（取締役会設置会社であれば、取締役会の承認。以下同じ。）を得た公開文書に記載されている事項、もしくは、機関承
認された方針に基づき作成された内容であって公開文書に記載されている事項を元にご記入ください。

※取組内容欄には、ホームページ等で公表されている内容を必ず記入してください。その際、ホームページ等のどの部分に記載さ
れている内容かが分かるよう、明記してください。公表情報のみでは説明が難しい場合には、非公表情報を追加で記入していた
だいても構いません。（チェックシートは認定取得後も公開されません。申請書のみ公開されます。）

※取組内容欄には、ホームページ等で公表されている内容を必ず記入してください。その際、ホームページ等のどの部分に記載
されている内容かが分かるよう、明記してください。公表情報のみでは説明が難しい場合には、非公表情報を追加で記入して
いただいても構いません。（チェックシートは認定取得後も公開されません。申請書のみ公開されます。）

※取組内容欄には、ホームページ等で公表されている内容を必ず記入してください。その際、ホームページ等のどの部分に記載
されている内容かが分かるよう、明記してください。公表情報のみでは説明が難しい場合には、非公表情報を追加で記入して
いただいても構いません。（チェックシートは認定取得後も公開されません。申請書のみ公開されます。）
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(4) 実務執行総括責任者による効果的な戦略の推進等を図るために必要な情報発信
確認事項 確認 取組内容

4-1 申請書の設問（2）で記載した戦略の推進状況等に関する情報発信を、経営者
自らが行っているか。

※例えば、戦略の推進状況（具体的な関連施策の実施に関するニュースレター等）や、見
えている課題、今後の方向性等に関する情報発信の内容を記入ください。

(5) 実務執行総括責任者が主導的な役割を果たすことによる、事業者が利用する情報処理システムにおける課題の把握
確認事項 確認 取組内容

5-1 経営者のリーダーシップの下で、デジタル技術に係る動向や自社のITシステムの現
状を踏まえた課題の把握を行っているか。

※「DX推進指標」による自己分析を行い、IPAの自己診断結果入力サイト
（https://www.ipa.go.jp/ikc/info/dxpi.html）より入力している場合には、チェック
シートにその旨を記入してください。
※上記IPAの自己診断結果入力サイトを利用しない場合は、同サイトよりダウンロードした
「DX推進指標自己診断フォーマット」に自己診断結果を記入したものを提出する形でも問題
ありません。チェックシートにその旨を記入してください。

(6) サイバーセキュリティに関する対策の的確な策定及び実施
確認事項 確認 取組内容

6-1 サイバーセキュリティ経営ガイドライン等に基づき対策を実施し、定期的にセキュリ
ティ監査等（内部監査、外部監査どちらでもよい）を行っているか。

※セキュリティ監査等を実施していることの説明文書等（監査報告書等）を提出してくださ
い。
※直近（過去1年間程度）にセキュリティ上の問題が発生した場合には、問題及びその対
応について概要を記入してください。
※社内に情報処理安全確保支援士（登録セキスぺ、登録情報セキュリティスペシャリスト）
が在籍している場合には、その人数を記入してください。

はい

はい

はい

※中小企業においては、SECURITY ACTION制度に基づき自己宣言を行っていることが確認できるよう記入していれば可とします。
ただし、一つ星ではなく、二つ星の宣言を行っていることが必要となります。

※取組内容欄には、ホームページ等で公表されている内容を必ず記入してください。その際、ホームページ等のどの部分に記載
されている内容かが分かるよう、明記してください。公表情報のみでは説明が難しい場合には、非公表情報を追加で記入して
いただいても構いません。（チェックシートは認定取得後も公開されません。申請書のみ公開されます。）
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